
古オリエント世界における

パレオ・エコロジーの諸問題（2）

乾燥化とのたたかい一一潅概農法と政治体制

中 島 健

1　中央アジア

　ウルム氷期および後氷期の初めころのアラロ・カスピ低地地方（Aral（鴻asひiaR　Depres－

sion）の気候は，現寝と比較して，平均気温が3～‘f。C低く，湿度も異なっていた。亜

乾燥地方における湿度の変化は，すべての生物の生態的条件にとって，きわめて重要な

意義をもっている。気温が3～4CC低下すると，曇量や風速などの諸条件が一定である

とき，裸地や水面からの水分の蒸散は少くとも25％減少する。このことは，土壌湿度

をたかめて，植物の生育・成長にさいわいし，植生の密度をたかめる。また，河川の流

量をコンスタントにする。後氷期の初めころ，アラロ・カスピ低地地方の内海や湖沼は

多量の水をたくわえ，溢れて周辺の低地に流れだしていたt）os

　初期ウルム期に，カスピ海の湖水薦は海抜72mであった（現在は54．5m）。そして，

周辺の低地に溢れこみ，黒海にまで流れこんでいた。そのころのカスピ海の水のほぼ

75％はボルガ流域からひきだされていた。現在におけるカスピ海のレベルの変動は主と

してボルガ流域の夏季の気温の影響によるものである。

　カスピ海の湖水面のたかいとぎには，アラル海の水面も，現在より12メートルたかく，

バルハシ湖の水面はサシク　（Sasyk）川とアラコル（Alakol）川とをつないでひろがっ

ていた。タリム盆地のなかには，現在のロブノール地方にみる池や沼池の祖先である大

湖をたたえていたと思われる。これらの瀧や河川にそって，なら・かし・かわらばんの

木・しらかぼ・まつ・かぼ・とうひ・えぞまつ・などの樹鉢が茂っていた。

　最後の氷期の終りころ，アラロ・カスピ地：方のea然条件は生物の生存にとってかなり

きびしいものであった。しかし，そのころの狩猟罠たちは，きびしい自然条件によく適応

し，となかい・多毛のマンモス・野生の馬などの動物に依存して暮しをたてていた。ジ。
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古オリエント世界におけるパレオ・エコロジーの諸問題（2）

一ジアのDev圭s－Chvreli洞穴で発見された旧石器時代の遺肚からは，いのしし，穴ぐ

ま・ひぐま・となかい・しか・などの動物の存在が指証されている。したがって，この

地方は，それらの動物群集の生態的条件からみて，あきらかに，ステップや林地が分布

していた。アラロ・カスピ・トルキスタン地方においては，後氷期（8000B．C．～　）以

降，乾燥期と湿潤期とがしぼしぼ交替し，やがて乾燥化がはげしくなって，アーム　ダ

リヤー（Amu　Darya）など，この地方の河川の水は減少してくるが，その気候変化の歴

史と生物の遷移にかんする研究はすすんでいない2）。

　アラロ・カスピ地方における最古の農耕二二（テペ）がコペト・ダグ（アナウ）地方

（現在のトルクメン共和国とイランとの国境）で発見されている。紀元前3千年紀の初め

ころ，コペト・ダグの北麓の小川にそう地方で農耕が始められた。出から流れでる小川

の水は増水期に川岸にあふれる◎ひとびとは水が引いたあとのやわらかい土地に大麦や

小麦の種子をまいた。最初のあいだは土地を耕したり，とくに，潅回する必要はなかっ

た。それと同時に，野生のひつじ・やぎなどを飼いならして家畜化し，牧畜もはじめら

れた。このコペト。ダグのほか，東：方のテジェソ川流域にも多数の原始農耕の三下が発

見されているQしかし，このコペト・ダグの農耕文化は紀元前2千年紀のなかころから

衰退する。その原因としては，気候の乾燥化にともなって，水や牧地をもとめる部族間

の争いが激化したこと，あるいは，原始的な農耕よりも牧畜の方が有利になってきたの

で，牧畜に移行したこと，などが考えられている。ひとびとは山麓をはなれて，より規

模の木きな潅概にもとつく農耕をいとなむために，低地地方のいっそう大きな河川の流

域に移っていった。紀元前2千年紀末から1千年紀の初めにかけて，マルギアナ，バク

トリア，ソグド，ホレズムなどの地方に潅概にもとつく農耕社会が発展する3）。

　紀元前4～3千年紀のころ，アーム　ダリヤーのデルタ地方には漁携や狩猟種族が住1

みついていた。そして，紀元前3～2千紀のころ，アーム　ダリヤーの氾濫原では，す

でに掘棒耕作による原始的農業がおこなわれていた。やがて，河川や運河による潅概農

法が発展した。中央アジア南部地方の青銅器時代（紀死前3千年紀末～2千年忌に，ホ

レズムはこの地：方のもっとも重要な農業文明の中心となった4）。そのころの農耕地の多

くは地下水のえやすい一すなわち，地下水位のたかい河川の氾濫原に分布していた。

おもに地下水潅概で収穫することのできた・このような耕地は作土が塩化することもな

く，したがって，大規模な潅慨組織の必要もなかった（第1図参照）。

　ところが，紀元前世7紀ころになると，アーム　ダリヤー。デルタにはひろい地域に

：わたって潅概網が建設されてくる。エス。ぺ・トルストフは，この時代をアーム　ダリ
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古オリェノト世界におけるパレオ・エコロジーの諸問題（2）
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第2図　メソデタミア低地の地謡と初期の三二

（1）現在の氾濫原

（2）河岸段丘および高地

（3）前3000年ごろの主要な農耕地帯

（4）前3000年ごろの都市と集落

　　　　　　　　　（Butzer，　1965）
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古オリエント世界におけるパレオ・エコロジー・Nの諸問題（2）

ヤー地方における中央集権的な奴隷所有者的三家の成立する画期としている5）。

　ヘロドトスやヘカタイオス（Hecataeus）によると，紀元前6～5世紀ころのアーム

ダリヤー低地地方では，住民たちは高度に発展した農耕組織をもっていたが，遊牧や狩’

猟・漁携などもおこなっていた。しかし，このころから，アム・シルそのほかの河川のデ

ルタや氾濫原の水収支にはいちじるしい変化がおこってきた。すなわち，地域的にはき

びしい乾燥とそれにともなって土壌の塩化とがおこってきたのである6）。河水面や地下

水位が低下してきたので，潅概水をうるためには運河を掘り下げたり，あたらしくダム

を建設しなくてはならなかった。古い運河の干あがってしまったところでは耕地が放棄

された。表土に集積したアルカリ土塩類を洗い流して作土を改良するためには多量の潅

水が必要であった。この地方の農罠たちは，、いっそう精力的に，また大がかりに，デル

タや氾濫原の水収支をコントPU　一ルしなくてはならなかった7）（第1図参照）。
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古オリエント世界におけるパレオ・エロpaジ…の諸問題（2）

流流域（ホレズム地方）は100ミリ以下である。この爾黛では春の草生にも不十分であり，家

畜の飲用水にも不自由する。霞然条件そのものは，まさに，エクメーネの臨界地帯なのであ

る。Kunin，　V．　N．，　Local　Water　of　Middle　Asian　Deserts　wlth　Medlterranean　Climatic

Features”，　＜＜Arid　Zone　Research＞＞，　XXVI　（1964），　p．　113．　Kovda，　op．　cit．，　pp．197，200．

2　西南アジア メソポタミア

（1）

　メソポタミア沖積平野への最初の農業一面畏は，先史時代の窪罠たちにとって，なか

なか容易なことではなかった。ハッスナ（HaSSttnan）の農業：三編は。．5900－5400　B．

C。に，ハラフ・サーマラーの農業植罵は。．5400－4300B．C。に，‘‘肥沃な三矯月地

帯”にそう山麓のゆるやかな起伏の小丘のあたりで，冬季の降雨を利話しておこなわれ

た1）。最初からチグジス。ユウフラティスの沖積低地で農業が始められたのではなかっ

た2）。ハラフ・サーマラー期のメソポタミア平原は，湿潤で，湿池や沼沢がひろがり，人聞

の居住に適した条件をそなえていkとは考えられない3）。　メソポタミア平原への最初の

農業植民は，北部の丘陵地帯の農業よりおよそ2000年もおくれて始められたのであ

る3a）。もっとも早期の農業植民春であったシュメール人たちは，山麓地帯から西へ，ス

テップを横切ってエウフラティスの流域に移住した。シュメール人は，ユソメル小麦

（T．dicoccordes）や大麦（H．　hexasthicufn），亜麻などをもってきた。なつめやしの樹も河

岸にそって発箆されている。大麦はイラク北部の2条種や6条種とはちがっていた。前

5千年～4千年紀においては，この地方は砂漢ではなく，樹木のないステップでもなく，

むしろ空潤な疎林（parklancl）が分布していた。小川やオアシスにはいつも水があり，

気候も温和であった。シ＝メール人たちは，石鎌や粘土を焼いてつくった鎌などを使用

し，家族単位の労働だけで農耕をはじめた4）。

　メソポタミア南部の諸地域におけるもっとも早期の定住鰍ま，おそらく，ウバイド期

（4300－3500B．C．）より前の・＝一リヂゥである。この初期のシ＝メールの農民集落は，ほ

ぼ問時代のエジプトのメリムダ5）やファイユームの湖岸集落肚6）のように，デルタ地帯

の砂漠台竣の端に立地している。前3000年ごろまで，ペルシア湾の海岸線はエリドゥや

ウルの近くまでせまっていた（第2図参照）。ウバイヂ期の生活パターンそのものは，講

部のデルタ地帯のいたるところに形成された都市歯型態によって特徴づけられている
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古オリエント世1界におけるパレオ・エコロジーの諸問題（2＞

が，あきらかに，その起源はエリドゥにみるような砂漠の辺縁地帯か河口や入江にちか

い台地のどちらかであった7）。

　降雨のとぼしい沖積平原への農業の発展は組織的な人工潅概なしにはとうてい不可能

であった。早期の農業植民は現在の旱地農法の臨界地帯をいくらか越え．た地域におこな

われていた。早期の農民たちにとって，そのころ，地下水やオアシスを利用して農業を

いとなむことも苦難であったが，Jilぞいの低地地帯に移住して農業をいとなむことはい

つそう困難なことであった。メソポタミア南部地方においても，初期の営農は，小さな

河川の自然堤：防のさけ目だけにかぎられており，氾濫をコントP一ルしえなかったこと

を示唆している。この南部地方における組織的な人工潅概はウバイド期よりさらに後に

確立している8）。

　メソポタミア沖積平野においても，ダムやせき（barrage）による周年式潅慨（perennial

irrigation）の装置が確立されるまでは，エジプトのように，単純な溜池潅慨　（bas圭a

irrigation）による農耕がおこなわれていた9）。川ぞいの沖積地には，みすてられたふる

い土手や水のかれた支流のふるい河床など，自然の隆起が多く，沖積低地は不規則な盆

地や微高地に分割されていた。氾濫のさい，それらの盆地にはひとりでに水がたまり，

乾季には必要におうじてその水を畑地に放流することができた。また，綜水池の水は

らせん状のポンプや動物のひく水車（5卿吻ので高いレベルの畑に潅水することもでぎ

たle）。やがて，農民たちは，晩春から初夏にかけての河川の氾濫を利用しつつ，夏作物

の生育・成長のサイクルと河川レジームの水収支とを生態静こ適癒させる・さらに高度

の営農方式をみいだしたのである。しかし，氾濫原の河川潅慨は単純な技術ではとうて

い不可能であった11）。

　チグリス・ニウフラティス両河川はその水源をどもにアルメ＝ア蕎地に発し，ている。

現在，エウフラテ／ス川は，その全長2848km，バソ湖の南からジグザグに5ルコを横

ぎって南流する。チグリス川は1840・krn，アララト山地からほぼ一直線に南下する。両

河川は，ともに北部山地の石灰岩や頁岩・泥板岩など，それらの母岩から風化した塩基の

つよい表土をけずり，とかしこみ，タウルス山脈からでると，ステップを300k燃も離

ればなれに南東へ流れる。バグダード付近で30キロほどに近よってくるが，また，その

間隔をひらき，現在，バスラの北方100kmのクルナで含流して，そのままペルシア湾

にそそぐ。紀元前3千年紀の終りころまで，メソポタミア低地を流れるエウフラティス

はしぼしば流路をかえた。面河は，前5～4千年紀のころ，現在の河口から200キロち
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古オリエント世界におけるパレオ。エコロジe一の諸問題（2＞

かくさかのぼった地点で，離ればなれにペルシア湾に注いでいたのである12）。シュメー

ル。アッカドの全時代をとおして，南部メソポタミアにおける潅概用の水源はほとんど

エウフラティス川にもとめた。エウフラテ6ス川は，その河床がチグリスの河床よりい

くらか高く，流量はチグリスの％ほどでゆるやかに流れていたので，チグリス川に比較

してコントロールしゃすかった。チグリス川の水は，アガデ期のすこし前のエソテメナ

（2500B．C．）によって，シユメーールに導入されたこともあったが，チグリスの水がウル

やウルク地方の潅概用水として重要性をましてくるのは，乾燥化がはげしくなり，人口

が川ぞいの地帯に集住しはじめる古バビμニア時代以降（c．1900B．C．一）．である13）。

　エウフラティスのラマデK下流流域・チグリスの湾曲部からサーマラー以南の地方

一すなわち，メソポタミアの低地地方は主として両河川の形成した典型的な氾濫原で

ある。この爾河川は，アルメ＝ア高地の雪どけの水と春に集中するFルコの降雨とがか

さなって，4月から6月にかけて水かさを増し，水位をたかめてくる。このように，同

時的な条件によって，太古より季節的な氾濫がくりかえされてきたのである。しかし，

この地方の氾濫は，とくに，古代において，アルメ＝ア高地の冬の気象・降雪量や春に

集中するトルコの降雨などの諸条件がきわめて不規劉であったために，氾濫の時期や流

量，氾濫原の広さなどもしぼしば変動した14）。

　ナイル川の氾濫は，まるで暦のように正確に増水し，そして，減水する。流量もほと

んど一一遠しており，氾濫の状況はほぼ1ヵ月前に予測できる。しかし，チグリス・エゥ

フラティスの氾濫は，その時期や流量が一定せず，さまざまな日に増水する。通例，メソ

ポタミア平野ではチグジス川が4月初めに増水し，C．ウフラテKス川が1週間ほどおく

れて増水しはじめる。もし，両舷の洪水が合流したり，高地の雪が急速にとけると，多

量の水がメソポタミア低地に流れだして，堤防を破壊し，低地地方を水浸しにする。そ

して，メソポタミア低地では，夏作物にとって，水をもっとも必要とする6月に，洪水　　‘

がひいてしまう。4月から6月にわたっておこる両河川の氾濫は，冬作物のためには遅

すぎ，夏作物のためには早すぎるのである15）。そのために，‘‘肥沃な三日月地帯”の周

辺地方で栽培されてきた主要な穀物のうち，低地地方の新しい洪水農法に生態的に適応

しえないものもあった。アインコルソ小馬は，いまなお，氾濫原の古代遺託から発見さ

れていない。また，6条大変は，新しい環境のなかで適生するための生態変化であると

いわれる16）。したがって，耕地への潅概用水の確保のためには，溜池をつくって洪水を

たくわえ，運河や溝を掘って水をひき，そのほか，ダムや水門による洪水の調節など，

周年式潅慨のための大がかりな施設を設営しなけれぽならなかった17）o
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古オリ＝ント世界におけるパレオ。エコPジーの諸問題（2）

　そのうえ，メソポタミアの諸河川は，上流流域の母岩（石灰岩・頁岩）や表土の構造

から，二二の塩基類をふくむ泥土を流してきた。石灰岩に多量にふくまれている炭酸カ

ルシウムの酸化物に水がくわわると水酸化カルシウムができる。CaO十H：0→Ca（OH）2

この水酸化カルシウムが蕎灰水となってアルカリ土壌を形成する。乾燥地域において，

層灰：岩を母材とする場倉，このようなプロセスによって，一般的にアルカリ土襲が形成

される。また，ステップやサバナ地域においては，有機物の遺体の分解でできる炭酸

（COのが植物遺体の無機化で放出されるカルシウムと化合して土壌水に溶解し，岩石

にふくまれている不溶性の炭酸カルシウムを次式のように重炭酸塩にかえ，　CaCO3十

CO。＋Hc＝　Ca（HCO3）2　アルカリ土壌を形成する。頁岩に多いポタシウムの酸化物や

水酸化物，炭酸カリウムもアルカウ土壌の形成要素をなしている。気候が乾燥するほど，

土壌のなかの可溶性塩類が増加して土壌の塩化をいっそう激しいものにしていく18）。こ

のようなアルカリ土壌を可耕地とするためには，多量の潅・排水によって計画約に脱塩

しなくてはならない。作物の生育・成長：のために，土壌湿度を50～60％に保全する程度

の単純な湿地潅滅の方式では乾燥・半乾燥地域におけるアルカリ土壌の脱塩はとうてい

不可能であったばかりでなく，かえって，土壌の塩化をはげしくする。

　氾濫の終る6月以降，しぼしぼ50。Cをこえるはげしい陽光のもとで，沸積盆地や潅

概低地の水が蒸発作話をつづけると，地表水そのものもたちまち塩化して，表土につよ

い塩基類を集積する。低地地方の農民たちは，冬作物の登熟や夏作物の播種・生育。成

長などを順調にすすめていくためには，洪水の水を貯え・調整し，また，氾濫の危険と

農作物の塩害をさけるために，潅概と排水との一すなわち，作土の保全と水収支につ

いて不断の努力をつづけていかなけれぽならなかったS9）。しかし，流蟹や時期のひどく不

規愚な両河上の氾濫を管理し，潅・排水をコントロールするためには，多量の手労働とそ

の協同作業のための組織，村落三岡体の規模をこえる管理の集中｛t一一政治的統一一が必

要であった。二品・治水機構の発展は，技術革新によって発生・発展したものではなく，

蒜酷な五二と対決して生きていくために，入間の組織や捌二上の改革をとおして，発生

し，発展してきたものである2B）。

　メソポタミアの農罠たちは，初めのうちはナdルの肥沃な沖積土壌に順応し，寄生し

たエジプト農畏のようであった。しかし，三三・治水のための諸条件を労苦して整錨す

るようになって，新しい潅概農法のための作土を創りだしたっメソポタミア農民たち

は，もはや，たんなる土壌の寄生旛ではなく，むしろ新しい土壌の禦点者となったので

ある。潅慨農法によって，作物の単当取量は1．5焙あるいは2倍ちかく増加するel）。そ
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古オリエント世界におけるパレオ・エコロジー一の諸問題（2）

のかわりに，作土の改良・更新のための努力が中断されると，その生産力はたちまち低

下した22）。

　氾濫平原への農業植疑の第2毅階は，前4千年紀の終りころ，デルタ地方ではじま

る。そして，このデルタ地方は，土壌の塩化がはげしくなって農業生産力が急激に低下

してくる前2千年紀の初めまでのほぼ1500年のあいだ，メソポタミアにおける農：業生産

ならびに都市的活動の中心地域として存続した。チグリス・ユウフラティスが接近する

中流地方やチグリスとディヤーラr川の合流地点の河岸平野は，氾濫期の洪水が猛烈で

あったために，それらの地域への農業植厩はデルタ地方よりおくれた23）。

　両河川のいわゆる内側のデルタは河床の変りやすい無数の川やその支流をふくむ広大

な地域からなりたっていた（第2図参照）Qとくに，＝・ウフラティスは古シュメール二代

にその河床や流路をしぼしぼ変えたE4）oしかし，くぼ地は無数の支流で区切られ，小さ

なくぼ地は，ある程度の組織と技術があれば水のコンFロールもできた。デルタは毎年

の氾濫で水浸しになった。メソポタミアのデルタ地帯は，ナイル川の氾濫のように正確

で規贈勺ではなく，氾濫につきものの級壊的性格はあったものの，初期の単純な潔池潅

概農法のためには明らかに好適な自然的条件をそなえていた渤。デルタには，前4千年

紀の終りころから，河川や干潟によって分断された多くの独立の小農業圏が形成され，

そして，それらの農業圏がそれぞれに行政の中心をもち，ウルク，ウル，ややおくれてラ

ガシュなど，多くの独立の小都市国家を形成した。これらの初期の小都市羅家の成立

は，政治的発展の初期酌段階という歴史的条件にもよるが，干潟や河州によって小区域

に分断されたデルタの地型的条件と溜池潅慨にもとつく営農の技術水準とによるところ

が多いように思われる。そのころ，土壌の塩化現象はさほど深刻ではなく，農業生趨ヵ

の発展水準からも，組織的で・おおがかりな周年式の二三網を設営する必要もなかった

のであろう26）。

（2）

　紀元前3千年紀の最初の％をすぎるころ，爾メソポタミアでは都帯摂家の組織体制が

ととのい，初期王朝時代が形成された。この時代は，沖積低地への積極的移住と潅概・

梨耕農法の発展の最期をなしている27）。それは，また，K。　A．ウィットフォーゲルの

いういわゆる‘‘治水農業”（Hydraulic　Agriculture）への画期をもなすものである：8）。

労働の脇詰組織とその中央集権的な管理・統織ま，南メソポタミアの農業にとって，基

礎的で，固有の潅概体系の機龍を効果約に突現するために不可欠のものであっだ9）。メ
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古オリエント世界におけるパレオ・z＝psジーの諸問題（2）

ソポタミアの自然的諸条件に和して，その固有の一概農法の機序さえあやまたなけれ

ば，メソポタミア低地の沖積土壌はきわめて高水準の生産性を維持することができ

た30）。強力な集権的支配と潅慨農法の安定と繁栄とのあいだには密接な椙醐があった。

中央政府が弱いときには，国内が困乱し，農地の放棄があいついでおこった。そのこと

が，さらに，周辺の遊牧民の侵入をさそい，潅澱体系を破壌してしまう。とくに，降雨

が乏しく31），氾濫と暑熱・作土の塩化などの暴力にさらされてきたメソポタミア低地に

おける潅灘農法はきわめて不安定で傷つきやすかった3’2）。ときに，1，2の優勢な都市国家

がほかの都市国家にたいしてヘゲモニーをにぎるために抗争したが，そのたびに，潅概

施設はしばしぼ破壊されて農業生産力が低下した。また，ウルのように，エウフラSL　K

スの流路の変動に苦しんだ都市国家もすくなくなかった。かって，ウルは，1450エイカ

の地域に25万の人口をもちえたほどに，その潅概農法はきわめて集約的であったが，エ

ウフラティスの流路が変化したために，精巧な潅概施設が役にたたなくなって崩壊し，

街ぐるみ放棄されてしまった33）。

　南部メソポタミアにおける最初の統一的な集権体綱はアッカドのサルゴソ1世（2371

－2316B．　C。）によって確立された34）。　このセミー・maトの半遊牧民・アッカド人たちは，

2600B・C・のころ，デルタよりやや上流の河川ぞいの沖積平野をすでに旧暦してい

た35）。河岸にそう地帯ではいつでも地下水を利用することができた。また，沖積平野の

湿地の周辺にはひとりでに疎林が形成されていた。現在，これらの地方にはなつめやし

の自然林がひろく分布しているQぎょりゅう（Tamarix　articulata）やポプラ　（PUPulttS

euphratica）は，西洋きょうちくとう・あかしや・潅木（RubUS　saアtctUS）・雑木（ZixiPhtts）

などともに，この地方における特徴的な樹木であった。季節的に水浸しになる氾濫原は

夏の終りまでに乾燥した36）。前3千年紀の中期以降にはじまる気候の乾燥化にともな

い，入口は，しだいに，この河岸の沖積低地に集中しはじめた。そして，下メソポタミ

ア・デルタ地帯の農業的利用から．およそ1500年忌くれて，いまや，このやや上流の河

岸の沖積低地地方の農業的繁栄はメソポタミア低地における1つの卓越的な農業地域を

形成するようにな：つた37）。

　サルゴンは，はじめに北部メソポタミアの諸種族をしたがえ，ついで，ザグロス山麓

をはじめ，ラガシュやシュメールの諸都市を征服した。その子，ナラーム・ジソ（2291

－2255B．C。）は征服した諸地域を政治的に結合したが，かれの治世後まもなく急激な経i

済的衰退がおこり，東方からの遊牧民（Gut三ans）の侵入をさそった。サルゴソ1世に

よる全メソポタミアの強欲な掠奪と征服，その後の急激な経済的衰退と遊牧民の侵入な
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古オリエント世界におけるパレオ・エコpaジーの諸問題（2）

ど，ちょうど，この時期が気候の乾燥化・悪化の時期にほぼ一一致するのも遇然ではない

ように思われる。強固な集権体綱による潅概農法の発展と都市国家の経済的繁栄とは，

都市国家間の抗争によっても，しぼしぼ中断された。そして，そのことが，つぎに，潅

概農法の機序をみだし，経済的危機をまねいて，ついには，外敵の侵入によって滅亡す

る。古代メソポタミアの歴史においては，このようなことがたえずくりかえされてき

た。このような混乱した状態は，つぎの強力な集権体制であるウル第皿王朝（Ur－Nammμ，

2113－2096B．C．）の確：蝕するまでつづいた39）。しかし，こんどは，新しい敵一すなわ

ち，気象条件の悪化（乾燥化と気温の上昇）および土壌㊧塩化現象という新しい敵が全

メソポタミアの経済的繁栄と支配権力とをたえずおびやかしてくるのである4。）。

（3）

　南部メソポタミアにおける土壌の塩化現象は，たとえぽ，デルタのラガシュ・ギルス

のように，はやい地方では2400B．C．にはじまり，各地で2100　B．C．までつづい

た。バビPtニア三都地方では，2400　B。C．のころに，小麦の作付画積が16％であったもの

が2100B．C．にはそれがし8％に減少し，2000～1700　B．C．には皆無となったQ低地地

方に比較してやや降雨の多かった北部のチェムチェ≒ル・キルクク（Chemchemal－Kirkuk

；古代名Arrapha．）では2300　B．C．に小麦の作付けが全：耕地面積の32．9％とな：ってい

た4D。小麦や大麦はアルカリ土壌に弱いが，とくに，小麦は弱い42）。南部の低地地方で

は，初期王朝時代（3200－2400B．　C．）以降，：＝一ンメル小麦にかわって，大麦の栽培が一

般的傾向となっていた43）。

　ウル第瓢王朝の成立（2113B．C．）　からほぼ800年問は塩化現象についての記録がな

い。しかし，c．1200　B．C．の記録では，ふたたび塩化が激しくなり，北部メソポタミ

アまでひろがっていく。そして，この七化現象は新バビロニア時代（600B．C．）までつ

づく◎c・500B．C．以降，はげしい乾燥と災暑もいくらかやわらぎ，気象条件も一時的

ではあったが婦黙しはじめた。44）その後はアッパシド時代（A，D．650－950）まで，塩化

現象についての記録がない45）。

　メソポタミア低地地方の潅概用水は環ヒ方のアルメニア高地，東北の・・ム1）ソ山地東

部のザグロス山地など，辺境をこえて流れてくる諸河川の水に依存しなけれぽならなか

ったので，潅水地域内におけるそれらの諸河川の水質・氾濫の時期や流量・氾濫の水位の

変動などは低地地方の潅概農法にきわめて深刻な影響をあたえた。メソポタミアの諸河

川は，水質が多量の塩基類をふくむうえに，氾濫の時期や流量が一定しなかった。海へ
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のスロープはナイル河谷の％，各地にアルカリ性の干潟や潟湖（Lagoon）が散在し，エ

ウフラティスの沈泥の量はナイル鎖の5倍にもたっする4S）。そのために，河床は上が

り，潅二二の水路もたえず泥土で浅くなってしまうQ作土のアルカlj化とならんで，こ

の泥土のしゅんせつ作業も容易ならぬ苦難な作業であった。古代の運河の河床はすべて

現在の河水面よりはるかに高いところに放棄されている。その高さまで潅水を引き揚げ

bことも容易ならぬ作業であった。河水面の低下による潅水量の減少は，懲然の脱塩効

果を蹴害して，土壌の塩化境面をはやめる結果をまねいた。また，ある地方では，河川

の流量の減少による河水面の低下によって，揚水作業がいちじるしく魍難となり，多く

の耕地が放棄された。現在，南部メソポタミアの低地地方には，いたるところに，すっ

かり干上った古代運河が残っている47）。

　潅概農法の威功を物質納基礎として，デルタ地帯に栄えたあの温しい古シュメール女

明は，1000年あるいは1500年間の繁栄ののちに，土壌の塩化によって衰退した。気象の

温暖・乾燥化にともなう山高地帯の雪線の上昇・降雪の減少，したがって，諸河川の流量

の減少・河水鍮の低下，それにともなう地下水位の抵下とオアシスの三献，夏期500Cを

こえる災暑など，それらのことが土壌の塩化現象をいっそう激しいものにした。最後の

氷河時代および氷河退行後の初期（～c．8000B．　C．）に比較すると，近中東地方の平均気

温は，c．7。～100C上勢8），雪線は700～9QO　mから現在の30ce～5COO・mへ上昇49），

年間降誌面は150～200m燈、減少50）してきたものと推定される。オアシスの雨雲や地

下水位の低下は氷河蒔代いらい蓄積されてきた地下水の減少によるところも少くない。

現在，面部メソポタミア低地地方の年三降雨量は，わずかに160mmであり，自然条件

そのものは，エクメーーネのきびしい臨界地帯をなしている。

　陸水の減少と土壌の塩化とはまさに致命酌であったQ溢流潅灘とその適切な排水によ

る土壌の脱塩には莫大な作業量と高度の労働組織・技術を必要とするが，古代のメソtt

タミアでは人工排水による脱塩については知られていなかったようである51）。前3千年

紀以降，シュメール。アッカド，のちのバビロニアの支配考たちの品品には，運河の建

設にかんする事項が頻土！する52）。それらのことは，農業生産力を維持するための，土壌

の鹿化との深酒1なたたかいを現わすものであろう。しかし，c。2400～2000　B．C．にお

ける激しい土壌の塩化ののち，南部メソポタミアの経済的活動は葱速に弱まってきた。

そして，ほぼ1500年闘にわたってっついてきた南部メソポタミアの政治的。文化的優越は

もはやその維持がいたく困難となってきた。最：後のシュメール帝羅一ウル雨晒王朝は

傷つき，倒れた。ウルの放棄についてはさきにのべた。1700B．C．までに，小麦は南
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部メソポタミアから完金に姿を消し，大麦は，lha．あたり，わずかに8791it．しか収

穫できなかった53）。

　農業生産のあらたな中心は，エウフラテ6スにそって，北部地方に移動した。バビP

ニアの中部や北部，アッカド地方においては，そのころ，土壌の塩化現象はまださほど

深亥1ではなかった。そこでは，ハムラビ（1792一王750B．C．）のバビロ＝ア山王王朝（1894

～1595B．C．）が現われはじめていた◎南部メソポタミアの農業地帯は，まったく放棄さ

れたのではなかったが，あの早期の繁栄をふたたび取りもどすことはなかった54）。

　シュメール帝園の崩壊ののち，南部メソポタミアの諸地方では，独立の支配煮たちに

よって，早期の移住者たちが失地を園復しはじめた。かつてメソポタミア平原の中央地

方に散在していた多くの湿地帯は，河水麟や地下水位の低下によって，すっかり干上り，

移住ができるようになった。そのころ，西都セミートのアモリト王朝の第6番賑の］三ハ

ムラビはバビ｝」（Bal）ylon）に新しい王朝の中心をさだめtc　55）○ハムラビは，1760　B．C．

に，チグジス川の全域とラマディ以爾のエウフラティス流域を征服した。この征服によ

って，全地域の潅概農法は強力な集権体制によってコソトローールされ，かっての繁栄を

一時的に回復することができた。ハムラビ法典には潅概にかんする条項が多い56）。

　しかし，バビロニア時代においても，土壌の塩化現象はますます激しさをくわえてき

た。運河や溝はたえず埋没の脅威にさらされていた。神殿や王室は，農業生産力を保持

していくために，さらに，組織酌な・おおがかりの潅概体系の整備の必要にせまられて

いたが，神殿はすでに前2千年紀のなかごろから経済的に衰退し，また，王領地は分割

されて経済的地位を弱め，王や神殿はもはや近劣農法のプPモーターとしての・かつて

の経済的・政治的役割を喪失していた57）。1400B．C．に，バビcrソは，策方の山懸地

帯をこえて侵入してきたイソF’・アーリアンのカッシーFによって征服された。バビロ

ンはアッシリアの属州となったQその後，メデスによるニネベの略奪（606B．C．）によ

つで，カルデア王朝が一時的にかつてのバビロ＝アの余栄を復興させていたが，その新

バビPニア帝国も，まもなくペルシアに征服された（539B．C．）Qペルシアの諸王は，ア

レキサンダー大王に滅ぼされるまで（331B．C。），メソポタミア地方を支配した。

　古オリエント世界における最古のメソポタミア文明は，前7世紀末のアッシリア帝国

の崩壊とともに，急速に衰退した。その後，前6世紀に気象条件はやや好転しはじめ，

ほぼ5～6世紀のあいだ，バビpaニア地方にはなおかつての栄光を温存させていた。し

かし，爾部メソポタミアのウルクにはじまって，30GO年闘以上もつついたメソポタミア

文明は，キリ不卜紀元のころにはすっかり滅びさってしまったのである58）Q
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Butzer，　Physical　Conditions，　op．　cit．，　p．27．　Whyte，　op．　cit．，　p．77．
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Butzer，　Physical　Conditions，　op．　cit．，　p．28．

Ibid．，　op．　cit．，　pp．26－28．

Roux　は，氾濫原への移住後，メソポタミアでは，その地型条件から，エジプトのような

‘basin　type’の二野農法の普及が不可能であったとしている。　Roux，　G。，　Ancient　lrag，

《Pelican　Books》，1966，　P．　22．なお，メソポタミアの年代についてはルクスの編年によっ
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Butzer，　Physical　Conditions，　op．　cit．，　p．　26　f．

Ibid．，　op．　cit．，　p．　26．

Roux，　op．　cit．，　pp．20－21，
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－452ページ。Jacobsen，　T．，‘‘Water　ef　Ur”，《JRAQ》XXII（1960），　pp．174－175．

Butzer，　Physicai　Conditiens，　op．　cit．，　pp．25　£．

紀元前1700年ごろと推定されるメソポタミア南部地方の農業カレンダーはつぎのようであっ

た。

　　　　〈月〉　　　　　　　　　　　　〈作業態形＞

　　　　6～7　　　　　　　　　潅概の準備作業

　　　　7～8　　　　　　　　除　　草

　　　　8　　　　　　　　　　　　饗耕組織の準備

　　　　9　　　　　・．　　　　　翠耕と砕土

　　　　9～10　　　　　　　　　くわや除草器で土くれをこわす
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　　Kramer，　S．　N．，　The　Sumerians；　their　history，　culture　and　character，　Chicago　Univ．
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麦が200倍，大麦が50倍となっている（巻2，大小麦第10）。中世の史料としては，Wiltshireの

St。　Swlthunマナの小麦が3～4．5倍，　Walter　of　Hen玉eyの最低3倍など，いずれも10倍以

下のものが多い。（White，　op．　ciL，　P．　210．）。わが国の昭癩11－15年平均では，小麦が35倍，
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（A．D，650－950）に，中部および南部イラクの，大麦の生産高は84万トン，小麦は60万ト

ンであったが，1956年には，大麦が55万トン，小変は20万700Qトンに減少した。　Whyte，　op．
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Whyte，　op．　cit．，　p．97．
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　　86．

58）　Roux，　op．　cit．，　p．386．

3　北アフリカ。サハラ

　サハラ地方では。．5000～2350B．C．の最後の亜湿潤期に新石器時代をむかえたs）。

アフリカ北岸にそう低地地方の最古の住罠はベルベルであったが，かれらもこの湿潤期

に農耕段階にたっして，小麦や大麦を裁培L，家畜の飼養もおこなっていた。ベルベル

人たちは，フェニキア人が前2千年紀の終りに膏銅器や鉄器をもたらすまで，おそらく，

それらの金属については知らなかったようである2）。

　エジプトにちかい東部や東南部地方には，カタラ低地をはじめ，パハリヤ，ハラフラ

（Farafra），ダクラ，カルヴなどのゆたかなオアシスが散在し3），森林はひろい地域に

わたって分布していた4）（第3図参照）。さいきん，サハラのオアシスから，野生のエソ

メル小麦が発見され，それがエジプト小麦のプロトタイプであろうと推定されている5）。
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　そのころのサハラ地方は象のすめるような気候条件をそなえていた。　c．4500～3600

B．C．には，象をはじめ，河馬・わに・さい・水牛（ifomoiocenas　＝　bf（balus）。きりん・

だ鳥・かもしかなど，サバナの動物がすんでいた6）。アフリカ象は，疎林やサバナの

biotypeであり，1臼にL140～160　kg．の青草と多量の水とが必要である。さいや河馬

は90kg．の青草を必要とする○水牛はマグレブやキレナィカから発見されている7）。

サハラやリビア中部の砂漠地方は，現在のように，生物の生存は圏難であったが，サハ

ラやリビア砂漠の周辺地帯は，現在のスーダンや東アフリカのように，なお，亜乾燥の

サバナが100～250キロの幅で分布していたようである8）（第3図参照）。サハラ南部で発

見されているアカシアの切株は直径が30～40センチあって，この地方は1エイカあたり

3～5本ほどのアカシアが分布するサバナであった。また，テーベ（規在のLuxor）の

南部で発見されたアカシアの切株は直径32cm，その根は4。51nにわたってひろがっ

ている9）。

　サハラ西都地方における花粉分析の結果によると，新石羅時代の早期にはつぎのよう

な植物が分布していた。大型のいとすぎ，まつ（Pinus　halePenis），常緑のなら・かし，

野生のオリーブ（Olea　laPerrinei），えのき（Celtis　australis），ねず，ぎょりゅう，はす，

そのぽか，雑木の潅木（pistachio）やくるみをふくむほぼ3000の粒状体のものが指証さ

れている。したがって，サハラの藩部地方は，3450土300～2730±300B．C．のころ，

亜熱帯の林地やサバナが分布していたのである10）。

　リビアの東部・南部地方には，さきにのべたように，多くのオアシスがあり，カルガ●

オアシスを中心に新石器時代の遺肚が分布している（第4図参照）。そのころの地下水位

は，現在に比較して，はるかに高く11），牛（Bos　Primigenitts　＝africa？ztts）飼養の遊牧民

が第6王朝（c．2375B．　C．）のころまで住んでいた。しかし，この第6王朝のころから，

オアシス地方の地下水位がしだいに低下してきた。また，陸水の滅少とともに，植生も

しだいに変移してくるが，この時期はちょうど近中東地方における気候変化の年代に一

致する12）。前5千年紀の初めころからみられてきた牛飼養の遊牧畏は前3千年紀の初め

までに消滅してしまう。そして，前2000年以降は，それまでの牛にかわって，羊飼養の

遊牧民がそれらのほぼおなじ地方に現われてくる13）（第4図参照）。

　サハラの東部地方では，c．2750　B、C．以降，象や河馬・さいが姿を消し，そのほかの

地方では前2000年までにいなくなっている。サハラ東部地方では前1500年以降，サハラ

のそのほかの地方では前1200年まで，馬・きりん。だ鳥。かもしかなどを軍用や戦車を

ひくために使用していた14）。エジプトではうムセス皿（c．王198～簸66B，　C．）の治世11年
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に，．．リビアからの戦利贔として，牛3609，馬184，ろ馬864，．山羊9136，羊28，920頭をあ

げている15）。キリ．スト紀元のころ，サハラは，すっかり乾燥し，らくだ・だ鳥・羊の放

牧が一般化してくる16）。

　フェ＝キア人は紀出前814年にカルタゴを貿易の基地としたが，カルタゴ時代の北ア

フリカでは，現在，北アフリカで栽培されている農作物は，とうもろこしとたぼこをの

ぞいて，ほとんどのものが知られていたようである1？）。しかし，サハラ南部から東南部

地方における新石羅時代の顕著な特徴の一つは，農耕を経済的基礎にし，養畜をその副

次的要素として発生。発展した近中東地方やヨーロッパとは対照的に，ここでは家畜飼

養を経済納基礎として，農作物の栽培はわずかな役割しかはたしていなかっkことであ

る18）Q

1）　Monod　T．　and　Toupet，　C．，‘‘Land　Use　in　the　Sahara，Sahel　Regioバ，　UNESCO，《Arid

　　Zone　Research》XV鷺（1965）；Sねmp，　L　I）．（ed．），　A　His彦ory　of　Land　Use伽Arid

　　Zone，　p．239，

・2）　Despois，　」．，　‘‘Developrnent　of　Land　Use　in　Northern　Africa；　with　Reference　to

　　Spain”，　＜＜Arid　Zone　Research＞＞　XVII　（1965），　op．　cit．，　p．226．

3）　Murray，　G．　W．，　‘‘The　Water　beneath　tlae　Egyptian　Western　Desert”，　＜＜Geograpntcal

　　，］’our2tal＞＞，　vol．　l18　（1952）．4，　pp．　444－445．

4）　Kees，　H．，　Das　alte／lgyp彦en；eine　kleine　Landeskunde，2A岨．，1958，　SS．2－3．なお，

　　本書にはつぎの英訳がある。Ancient　EgyP彦；αCul彦ural　Toρography，　London　1961．

5）　Kees，　H．，　a．　a．　O．，　S．36．

6）　Monod　and　Toupet，　op．　cit．，　p．241．

7）　Butzer，　K．　W．，　Environfnent　and　Archeology　；　an　lntroduction　to　Pleistocene　Geography，

　　1965，　p．450．

8）　Kees，　g．，　a．　a．　O．，　SS．1－2．　“
9）　Butzer，　K．W．，　En“uironment　and　A．rcheolo．oy，　ep．　cit．，　pp．451一452．

1O）　lbid．，　op．　cit．，　p．452．

11）　Butzer，　K．W．，　“Climatic　Change　in　Arid　Regions　since　the　Pliocene”，　＜＜Arid　Zo，ie

　　．Research＞＞　XVII　（1965），　op．　cit．，　pp．45－46．

12）　lbid．，　‘‘Climatic　Change”，　op．　cit．，　pp．41－42．

13）　Butzer，　K．　W．，　Environ？nent　and　Archeology，　op．　cit．，　pp．453－454．

14）　Monod　and　Toupet，　op．　cit．，　p．241．
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15）　Kees，　ff．，　a．　a．　O．，　S．44．

16）　Monod　and　Toupet，　op．　cit．，　pp．241　f．

17）　Despois，　J．，　op．　cit．，　p．226．

18）Butzer，　Kl．　W．，　Environfnent　and　Archeology，　op．　cit．，　p．455。なお，北アフリカおよび

　　サハラについて，詳しくは：Balout，　L．，　Pre7tistoire　de　l，Afrigue　dze　Nord．　Paris，

　　Arts　et　m6tiers　graphiques，　1955．　Butzer，　K．XM，　Studien　xecm　ver一　tt，？td　frit’h－

　　gesc7tichtlichen　Landschaftsxvandel　der　Sahara．　＜＜Akad．　VVissenschaft．　Literatur．＞＞，

　　Bonn　Bcl．　1．　1958．

4　エ　　ジ　プ　　ト

（1）

　古代エジプトは，メソポタミア地方とともに，治水・潅概農法や支配体制の歴史とそ

の構造など，多くの類似した歴史約な並行現象をみることができる。しかし，やや，た

ちいって検討してみると，ナイル川の氾濫レジームやその水質，河谷の凹型や気候。沖

積土壌の理化学的条件，したがって，また，治水・潅概農法の技術様式やその歴史的・

社会的条件など，古メソポタミア地：方と異なるところも少くない。

　後氷期（8000B．C．～）以降におけるエジプトの露然酌諸条件は，メソポタミア地方に

比較して，はるかに恵まれていた。ナイル川の氾濫は，不規則なチグリス・エウフラティ

ス川とちがって，正確に，季節的に増水し減水するQ5肩にはじまるエチオアピアの夏

期モンスーンの降爾によって，ナイル川の水位が上ってくる。アスワーソ北部の沖積・

氾濫原を横ぎり，途中でよどみながら土砂を沈積しつつ，下流にむかって流れだしてい

く。氾濫は，7月になってエジプトをうるおしはじめ，下ナイルの水位は9月中旬から

10月初旬にかけてクライマックスにたっし，1月までにもとどおりに低下する。下＝ジ

プト地方の盆地の運河には8月中旬から潅水が流れこんでくる。その季節的変化は，ま

るで暦のように正確であったといわれる1）。

　ナイル川の運んできたエジプトの沖積土壌は世界でもっとも腱沃なものといわれる。

河谷の土壌は，その80～90％が壇土（clay）であり，残余は砂壌土（sandloam）である2）。

その埴土には，畑作の肥効をたかめる養分一とくに，カリウム（微細なクレイに吸着

状態で存在する），リン，有機物などをふくんでいる3）。ナイル川の運んでくる泥土の
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青ナイル

臼ナイル

量は1年間にほぼ7，000万～15，000万トソと推定される。そのうち，エジプトの農民た

ちが利用しえた泥土の量を5000：万トソとすると，この7000年間に，1・ジプトの河谷やデ

ルタにナイルが運んできた泥土の総量は3．5×106トソとなる。1ヤー一ド立方の土壌の

重さはほぼ1トソである。この7000年間にナイルがエジプトに運んできた泥土の総量は，

表土の深さを平均9イソチとすると，全ヨーロッパの表土の300倍以上にもたっする4）。

このナイルの，規則的な：氾濫と莫大な泥土こそ，河谷の住民たちにはかり知れぬ恩恵を

あたえてきたのである。ナイルの濁水による耕地の潅概は，沖積土壌の脱塩とともに，

唯一の施肥法であった5）。まさに，　‘‘＝一ジプyはナイルのたまものである”（ヘロドトゥ

ス）

　エクメーネとしてのエジプトの土地は主として3つのパターソから構成されている。

第1は河谷やデルタの沖積地帯，第2はデルタとナイルの濁側をふちどっている砂漠の

低い辺縁地帯（marginal　area），第3は第2の地帯をさらに越えた高度200　mほどの砂

漠の台地地方である6）。エジプ5は，氷河期以降～前3千年期の終りまでに，幾度かの・

かなり湿潤な気候を経験した。さきの3つの地域は，幾度かの気候変化の条件に鰐応し
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て，生物のユコロジー・人間の移動や定住など，それぞれに異な・つた歴史的役割をは

たしてきた。たとえぽ，湿潤な時代には，3つの地域の入口分布は一きわめて希はく

ではあったが，ほぼ均一性をたもっていた。新石器時代の亜湿潤期（c．5000～2350　B．C・）

に7），第2・第3の地域には，狩猟や遊牧の諸種族とともに，さまざまな動物もすみつ

いていた。しかし，乾燥期には第1の河谷やデルタ地方だけが人間の生存条件をささえ

たのであった8）Q

　ナイル河谷やデルタには，、古代エジプトの三三空間の割合からみると，ごくわずかな

場所でしがなかったが，湿地や潟湖があった。そこには，パピルス・はす・すげ・あし

などが茂り9），また，河馬・わに，多数の水鳥などが群擬していfo　le）。

　沖積平野の大部分は，現在のように，季節的に氾濫する盆地からなっていた。これら

の盆地は，のちにのべる溜池潅慨（Basin　Irrigation）のために好適な営農条件をそなえ

ていた。ナイル川の土手や氾濫原からL5～3mほど小高くなっている同然堤：防のうえ

には，あかしや・ぎょりゅう・いちぢく・エジプトやなぎ（Sa　lix　safsaf）などの辣林

が分布していた。これらの土手や自然堤防はどの時代にも定艦嚢たちをひきつけた。こ

の地帯は，氾濫がクライマックスにたっするわずか数H間だけ，水浸しになった。現在

においても，大部分の農民集落は，このような自然堤防や微野地のうえに立地してい

る。おそらく，最初の定往はこのような自然堤防の地帯ではじめられたにちがいない。

　早期ゐ住民たちは，自然堤防や砂漠の端の低い辺縁地帯にそって住居をさだめ，そし

て，11月ごろ，氾濫の水がひいた後に，盆地やくぼ地の湿った泥土のうえに穀物の種を

まき，雑木や青草の茂るところに牛やほかの家畜を放牧した。氾濫の水位がふたたび上

がってくるまでに，作物の収穫を終わり，家畜は自然堤防や沖積地帯の端にある砂漠の

辺縁地方に放牧することができた。ナイルの氾濫原につづく・すぐ外側の辺縁地帯は，

新石器時代いらい第VI王朝にいたる亜湿潤期（c．5000～2350　B．　C．）にはサバナ景観を形

成して，人間の定住にも好適な条件をそなえていた11）。平均気温は，現在に比較して，

おそらく，c．4～5。C以上も低かったようである12）Q古王国の第頂王朝（c．2676B・　C・）

以降～ag“　VI　Effl朝（～o。2357　B．　C．）13）までの聞，サッカラやギーザを中心に，氾濫原につ

づく砂漠の台地地：方に灘大なピラミッドがさかんに建設された（第5國参照）。

　海岸ぞいのデルタには湿地や塩基のつよい潟湖もあったが，デルタの内側や東部には

‘‘ Tの甲”（turtle－back）といわれる小さな隆起（微高地）がいたるところに分布してい

た。この隆起はかつてナイルの運んできた土砂の堆積物である。これらの‘‘亀の甲”

は，デルタにある無数のくぼ地や湿地のなかで，氾濫の季節にも水浸しにならず，人聞
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　　　　　　　　　　　第6図現在の土地利用
（1）未耕地　（2）輪作耕地　（3）溜池農耕地帯　（4）オアシス農耕地　（5）荒地

（6）放牧をともなう可耕地　（7＞放牧地帯　（8）砂漠（World　Land　Use　Surrey）
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古オリエント世界におけるパレォ。エコロジーの諸問題（2）

の定佳をたすける乾燥地帯を提供してくれたのである14）。

民集落はこの‘‘亀の甲”に立地している。

現在，デルタ地方の多くの農

（2）

　ナイル河谷にそう＝ジプトにはほとんど爾が降らない◎現在，降爾量のもっとも多い

デルタの北部地方でさえ，その年聞の降雨量はわずかに50～100mmである。そのうえ，

5月～9月置災暑は，しばしば40。Cをこえて，焼けつくように暑い。気象条件そのも

のは，まさに，エクメーネの臨界地帯をはるかに下まわる。最後の亜湿潤期15）（c．5000～

2350B．　C．）に，ファイユーム以北の下　・tジプトでは100～150　mmの降爾量があったもの

の，その上流の河谷地方はわずかに100mm以下であり17），わずかな降雨も，その大部

分は大気中に蒸散してしまう16）。

　古代エジプトの全耕地面積は600万エイカーと推定されている18）。1950年現在，594．8

万フェッダン（Feddan一　1フェッダン＝1エイカー）である王9）。さきの推定が正しいとす

ると，この数千年のあいだ：：一ジプbの耕地面積にはほとんど増減がないことになる。現

在，皆野面積にたいする耕地の割舎はわずかに。．3％であり，その耕地の大部分はデ

ルタに集中し，そのほかはファイユームやナイル川にそって帯状に分賢している（第6

図参照）。耕地は水の供給の終るところで終る。エジプトにおける営農の一一般的パター

ンは，典型的な乾燥地域として，潅・排水の配分とその水収支（water　balance）とによ

って決定される。現在，ナイルの氾濫水位のたかい年には豊かな収量にめぐまれ，農民

たちは健康であり，結婚式なども派手におこなう。しかし，氾濫水位の低い年は作物の

収貴が減少し，，病死する家畜が多くなる20）。

　＝ジプト農業の歴史は潅概と排水とのきわめて密接な関係のなかで発展してきた。太

陽・ナイル・ファラオは，すべて神として，また，‘‘＝＝一ジプトの父”として，エジプト

の歴史のなかに象徴化されてきた。たしかに，‘‘エジプトはナイルのたまものである”。

しかし，そのことは，また，‘‘fellah”（農民）たちのたゆみない努力のたまものであっ

た21）。植物の生育・成長に必要な温熱と水とは豊富であったが，農業生産力を維持し，

さらに，発展させていくためには，多数の農民たちの集団的努力によって，ナイルの水

を制御し・管理しなくてはならなかった。

　：＝一ジプトの溜池潅慨農法は，前王朝時代にはじまり，ダムやえん堤による周年式の近

代的な潅慨農法の導入される19世紀のなかごろまでつついた。この溜池農法こそは，前

　　　　　　　　　　　　　　　　　一40一



古オリエント世界におけるパレオ・エコロジーの諸問題（2｝

近代の＝ジプトにおけるもっともドミナソトな営農様式であった2fi）。

　氾濫のさい，堤：防がないと，ナイルの水は河谷に溢れでる。そのために，住斑たちは

堤防をきずいて，前王朝時代から住みついていた砂漠の辺縁地帯まで溢流がとどかない

ようにした。そのころの簗落は氾濫時の水位よりもやや高い砂漠の端に立地していた。

そして，おそらく，洪水のひいた後に，動物の群れとともに，平谷の：方へおりていっ

た。水のひいた川ぞいの地帯には，さまざまな植物がひとりでに生育・成長していた。最

後の食物採取潔たちは，おそらく，植物の登熟を注意ぶかく見まもっていたにちがいな

い。みずから種をまいて収穫することを知る前に，ナイルの季節的な氾濫が小麦や大麦

の単純な耕作や収穫の方法を実例をしめして教えてくれたように思われる23）。

　穀物を栽培するようになって，住罠たちは河谷のなかの自然堤防や小高い場所に居往

するようになった。デルタでは‘‘亀の甲”が住民たちをひきつけた。このような微高地

では，集落のまわりに土手をつくって，氾濫のさいの溢流を防がなくてはならなかった。

このことは，おそらく，河川そのものを盛り土でかこむアイデアを思いついたであろ

う。そして，このアイデアはナイル下流の東岸ではじめられた24）。

　この東岸地帯は，地型的にいくつもの小さな三日月型のくぼ地や峡谷に分かれていた

ので，ナイルの氾濫水を比較的たやすくコントロールすることができた◎この最初の試

みは，おそらく，細長い沖積地の入江にはじまり，やや高いレベルの砂漠の辺縁地帯に

までおよんでいった。氾濫水の流入水路を残して，三日月型のくぼ地や峡谷の入口を堤

防でせきとめた。この程度の堤防工事は単一の集落規模で築造することができた。さら

に，つぎの段階では，丘陵と丘陵との間のせまいところを河岸にそって盛り土をした。

土手にあけてある水の出入口をコントge一ルすることによって氾濫水は必要な期問だけ

くぼ地のなかに滞留させておくことができた。丘陵と丘陵との間がひろい轡型のところ

では，いくつもの小区画に堤防で仕切っておかないと，氾濫のさいの洪水をなかなか鰯

御することができなかった。ひとびとは，ナイル河谷の地型とナイルの季節的氾濫とに

対決し，このような技術的進化の過程をへて，エジプトにおける伝統的な溜池皆野の体

系を発展させ，ナイル河岸にそう縦と横との堤防構造をつくりあげてきたのである25）。

溜池潅概農法は，　メーネース王（c．3400B．C．）のころに整備され26），ファラオ時・代の

早期に，デルタ北部の海岸ちかくまで発展した27）。さらに，溜池潅概農法のいっそうの

発展とその潅概組織の効果的な運営のためには，地域的な集落単位をこえる・強力な・

集権化された政治体制が必要となってきた。王朝時代の＝ジブトでは，地方長官のこと

を‘‘運河をほる人”（Digger◎f　Canals）とよんでいる28）。
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　溜池潅概の場禽，その潅概される盆地の広さは1000ブェッダンから4万フェッダソま

である29）。通例，河水面の上昇による溢流をやわらげるために，運河にそって，耕地は

4～5フェッダンつつ配置されている。運河は，はじめ，盆地を対角に横切って，一二

線にひかれる。つぎに，できるだけ湛水面積をひろげるために，ほとんど二二の辺縁地

帯の近くまで，運河をほって水を引いている。運河は河水面より低い傾斜をもち，潅水

の取り入れ1コは移動できる障害物で調節する30）。

　氾濫がはじまると，盆地は溢流でいっぱいになる。そして，ナイルの河谷は1つの巨

大な湖となった。たかい堤防は道路になり，集落は島のようになって残った。二王顯時

代，氾濫時の河水蔵はたかい年で9～10m，低い年でも7。5m上昇した。盆地の幹線運河

は平常の河水面より4．5mたかくしてあった。したがって，耕地のレベルは正確に計測

され，平常の河水面よりC．9m高いところにあった31）。

　さきにものべたように，ナイル川の氾濫は，7月ころに＝ジプFにたつし，9月中旬

から10月初旬にかけて，氾濫はクライマックスとなる。そして，1月までに低下する。

盆地の運河には8月上旬から潅水が流れこんでくる。盆地の運河の平均水深は，氾濫の

さいの流量によって異なってくるが，一とエジプトで1．25m，デルタ地方では1。5mで

ある。湛水は4Q～6日間ほど滞留した後に盆地から排水される32）。

　潅水によって，盆地に運ばれる1年閻の沈泥の厚さは1ミリ，すなわち，1000年闘に

。・1m堆積する33）。この泥土が盆地の土壌のうえに，毎年うすくつもって，土壌を蒋返

えらせ，土壌の塩基類を洗い流して，作土を肥沃にする34）。とくに，乾燥地域において，

このような溜池潅概による土壌の脱塩作用はじつに大きな農業約意義をもっている。メ

ソポタミアやインダス地方では，この4500年ほどの閲，土壌の塩化に苦しみつづけ，多

くの耕地が放棄されてきた。メソポタミア低地やインダス河谷にかんするかぎり，土壌

の塩化があの古オy＝ソト文明の衰退をはやめたといっても，いいすぎではない。しか

し，エジプトにおいては，北部デルタやファイユームのカルーソ湖の周辺地帯をのぞい

て，土壌の塩化現象がそれほど深刻な農業上の問題とならなかったのは，この溜池潅概

農法のおかげである35）。したがって，一期の溜池農法ではほとんど施肥をしなかった。

また，乾期に耕起しておかなくても，氾濫前の休閑中に畑地の畝溝をふかくしておきざ

えすれば，雑草をからし，寄生虫や有害な微生物を駆除することができた。収穫は晩春

から5月にかけておこない，7月まで休閑する35）。

　しかし，ナイル河谷の地型と沖積土，気象条件と水のサイクルとに対応してつくりだ
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されてきたエジプト人たちの英知一その溜池農法にも，いくつかの欠陥があった◎そ

の第1は，溜池農法では1年のうち2～3カ月ほどが水浸しになっているために，耕地

の利用率をわるくしたことである37）◎第2は，もっとも重要なことだが，溜池農法はま

ったくナイルの氾濫そのものに薩接に依存しているために，氾濫のさいの流墨の多少が

そのまま深刻に潅水に影響する。氾濫の水位が3～4m低くなると作付は完全にできな

くなってしまう38）。今fiでは，水位の低いときははねつるべ（shadoof）で揚水するが，

さらに水位の低いところでは水車（saquiya）が禾ll用されている。ルクソール地方にはこ

のサキヤがよく普及している39）。

　n“　＝ジプトでは，最後の亜湿潤期の中期一すなわち，前4千年紀のなかごろから，不

幸にも，ナイルの流暴：が減少しはじめ，氾濫のさいの河水面も低下しはじめてきた。下

ヌービア地方における匿i石器時代晩期（c。o「OOO～4000　B．　C．）のナイル氾濫原は現在の氾

濫原より33m高いところに残ってい凝。）。ナイルの流量が減少するようになった原因に

ついては，つぎにのべる。けだし，このことは溜池潅概農法にとって，まさに致命的な

鳩来ごとであったのである。

　＝ジプトの溜池農法は，湿潤な潅慨農法であるが，じつは旱地農法（dry－farmin9）の

1つの特殊な型態である。技術酌には，ナイルの氾濫レジームに適応した皐地農法の変

型であった。新石灘時代以降，エジプトの営農カレンダーはナイルの活動の季節的な水

のリズムに調和してきたのである。そのために，熱帯・亜熱帯モンスーン地帯に起源を

もつ夏作物がエジプトでは冬作物となり，冬季農業のパターンを形成している。暑熱と

とナイルの水とにめぐまれて，穀物は4カ月ほどで収穫することができたω。

　古代エジプトの農作物は，綿花・イネ・甘蘇・とうもろこしをのぞくと，現在，エジ

プトで作付けされているものとほとんど変っていない。主要な穀物は冬作の大麦（iot）

と＝ソメル小麦（T，dic・CCZtm－b・ti）であった。大麦は，6条種（H・wulgare　vel　hexasti－

chu〃n）であって，古王国から中止圏（c．2676～1570　B．　C．）にかけて，もっともひろく栽

培されていた。しかし，新ヨ三国（c．1568B．　C．～）のころから，大麦にかわってbotiが

多くなってくる。第XX王朝のウィルパー・パピルス（Wilbour　Papyrus，　c．1150　B．　C．）

によると，下エジプトでは大麦・小麦とも，その平均収量が1フェッダソあたり5～6

アルデブ4ft）（ardebs；1アルデブ＝5．5ブッシェル）であった。すなわち，反当り約1石4

～7斗である。盆地の溜池農法では，ほかの畑地に比較して，ほぼ1．5倍の収量があり，

1フェッダソあたり最高8アルデブの小麦収量を記録している。1937年の公式統計によ
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ると，中都エジプトにおける大麦の平均収貴が1フェッダンあたり6アルデブあり，低

いところは2～3アルデブであった43）。したがって，三代エジプトにおける穀物営農の

生産性はきわめて高水準にあったということができよう。きびやとうもろこしについて

は明らかでない。油脂作物や第XH王朝（c。1911～1786　B．　C．）にレバントから伝えられ

た豆類は，玉ねぎとともに，ファラオ時代の重要な作物であった。亜麻からは濾をしぼ

り，その繊維は衣服にした“〉。

　＝ジプトには良妊な牧草地が乏しく，そのうえ，夏季のはげしい災暑もわざわいし

て，気象が乾燥化しはじめる前3千年期のなかごろから長期にわたって動物群集が貧弱

であった。すぐ近くのナイル川では魚がとれ，また，『 ?沃で・やわらかい河谷の黒い沖

積土碗脚）の耕作には，二三や役畜。食肉周としての家畜も積極的な必要がなかった

のであろう。飼料の裁培などによって，家畜の飼養がいくらかさかんになってくるのは

ローマ時代をすぎてからであった45）。

　溜池農法のほかに，周年式の潅概（perenniai　irrigat圭on）農法や今日のルクソール（テ

ーベ）地方に普及している地下水潅概，または，ファイユームにみられる独特の揚水潅

概など，いくつかの営農方法も知られていたようであるが，その歴史についてはいずれ

も明らかではない46）。

（3）

　前6千年紀以降つづいてきたエジプト地方のサバナの気象条件は，ナrb・一ダ1期（C．

3700B．C．）とナカーダ1［期（c．3300B．　C．）との間から，しだいに悪化しはじめた。そ

れまで，エジプトの各地には，象。アフリカさい・きりん・各種のかもしか・野生の羊

や山羊・ろ馬。牛。しか。河馬・ワニ。大猫。はいえな。だ鳥など，多くの動物が知ら

れていたが，第王王朝（c．2950～2677B．C．）から第W王朝（c．2627～2513　B．C．）の間

に，象。きりん・かもしかなどが見あたらなくなった。古刀圏（c．2980～2677B．　C．）の

記録はナイルの氾濫の水位がしだいに低下してきたことを伝えている4？）。

　紅海にのぞむ丘陵地帯はかつて年聞100～150瓢mの降雨を経験したが，しだいに

減少して，現在ではわずかに20mmにすぎない48）。ナイル河谷に流れこんでいた東岸

の多くの河川は，すべて干上り，現在，ひろいはんいに三河（wadのが分布している。

第W王朝（c．2375B．　C．）以降，乾燥化はもっとも激しくなり49），平均気温は，最後の亜

湿潤期に比較して，c．4～5。C以上も上昇した。下部エジプトのナイル西岸では砂漠が

一44一



古オジエソト世界におけるパレオ・エコロジーの諸問題（2）

はりだしてきた51）。そして，c．2194B．C．に，古王国はデルタへの異罠族の侵入，地

方豪族の反乱と社会不安とによって崩壊した52）。

　現在，エジプトを流れるナイルの流量の“／7はエチオピアのタナ湖に発する青ナイルが

しめている。臼ナイルは最長の支流であるが，その水量は2／？にすぎない53）。しかし，最

後の亜湿潤期5の（c．5000～2350B，　C．）のなかころ（c．3000　B．　C．）まで，白ナイルの水

は，はるかに多く，青ナイルより多蚤の水をナイルの本流に流しこんでいた55）。現在，

白ナイル上流のスッド地方は広大な沼沢地をなしているが56），前3000年ごろまでは一

エチオピア高原のモンスーンの降雨にほとんど関係なく一まんまんと水をたたえた大

湖であった。このスッド地方の豊かな水が白ナイルをへて，エジプトのナイル河谷をう

るおしていたのである57）。ところが，前3000年ごろから，スヅド地方の水が減少しはじ

め，したがって，白ナイルの流量も減少して，ナイル本流の流量をかk，河水面を低下

させてきた。ナイルの氾濫水位そのものに薩接に依存していた単純な溜池潅慨農法にと

って，ナイルの流董の減少・河水面の低下は重大な異変であり，まさに致命的な影響を

河谷の営農条件にあたえたのであった。

　現在，カイロ上流の65kmほどの西岸にあるファイユーム盆地はファラオの蒔代にメ

リス湖とよぼれる大きな淡水湖であった。その湖岸には，デルタ西爾端にちかいメリム

ダとともに，はやくから新石器時代のひとびとが住みついていた5B）。メリス湖の水はナ

イル川とつながわ，過度の氾濫のさいには洪水調節の役割をはたして，下エジプトの農

民たちに幸した59）。しかし，この2000年ほどの閥に湖水面が20mも低下している◎ナイ

ル川の水位も低下して，ナイルとの問の河道もすっかり干上ってしまった。現在，メリ

ス湖はその湖水面積が％以下に縮小して，塩湖のカルーソ（海抜一47m）にその名残り

をとどめ，農業的価値を失っている60）。

　最初の中聞期（c。2160～2000B．　C．）の資料は下エジプトの飢鍵について伝えている61）

この気候の乾燥化・ナイル流量の減少・河水面や地下水位の低下などによって，溜池潅概

農法における水収支のパラソスはみだれ，農業生薩力は急激に低下した。それいらい，

いわゆる‘‘ピラミッド時代”に象徴される・あの輝かしい古王国の栄光はふたたび下

＝一ジプト地方に復興されることがなかったのである。エジプトにおていも，異常に不利

な気象条件一一陸水の不足。耕地の乾燥化と気温の上昇は，近中東地方をはじめ，その

ほかの諸地方とおなじように，紀元前500年までつづいた62）。そのころ，メソポタミア

の農民たちが塩化のはげしくなったデルタ地方をみすて，あたらしい土地をもとめて両

？agJllぞいに北上していったように，ここ下エジプトにおいても，農民たちは上流にむか
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って移動していった63）。初期王朝時代（c．2980～2677：B．C．）のアビドスや古王国時代の

首都メンフィスにかわって，その。．700km上流のテーベがあたらしい‘‘帝国’1．の筥

都として栄えてくるのである。
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5　西北イン　ド

（1）

　先史時代におけるインダス河谷・パンジャーブ地方，バルチスタンの気候条件につい

ては異論もすくなくない。しかし，このほぼ4000年のあいだに，それらの地方の気候が

しだいに乾燥化してきたことについては専門家のあいだで見解がほぼ一致している。

　現在，パンジャーブ地方の北部や東部地方の年間平均降雨量は。．570mm，そのほ

とんどは6～8月の南西モンスーンによってもたらされる。冬季にもまったく乾燥する

ことはない。1月の最低気温は，ラホールで6。C，クェッタで一20C．最高気温は，

ラホールで410C，クェッタで33。Cである。この2つの都市の気温は平野と丘陵地方

との典型をしめしている。平野地方では最高気温が50。Cにたつすることもあり，気温

の較差がはげしい。パンジャーブ地方の錦部や西南部地方の年閥平均降雨量は。．250

mm，その90％が夏のモンスーン期に集中する。最低気温は32。Cでかわらないが，最

高気温は50。Cをこえる。

　シソド地方の年間平均降雨量は。．120～130mm，最高気温は53。Cを記録したこと

もある。

　ラジャスターン西部地方の年間平均降雨量は。。260mmだが，タール三下ではさら

に少ない。東部地方では降雨量がやや多く，c．6＄Ommである。最低気温は一4◎C，

最高気温は500Cである1）。

　要するに，北西インドにおける降雨は夏のモンスーンに集中し，その分布は，北西地
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方に少く，北東地方にやや多い。また，北部。西部の山岳地帯の降雪は，ハリーズ（Kharex）

の水源となって，土地利用のうえに重要な役割をはたしている2）。

　現在の北礪イソゼ。礪パキスタン・シソド地方における植物分布は，アフロ・アラビ

ア的景観をしめしているが，このような植生はこの地方に固有の植物が長期の気候変化

（乾燥化）によってとりのぞかれしてしまったからである3）。

　沖積平野は，きわめて平境であり，その平均頷斜度は1マイルについて1フィートで

ある。氾濫原の土壌は，一般的にいって，その物理的組成があらく，大部分は淘川の運

積した沈泥がなかに砂層をまじえながら磨序をなして堆積している。そのために，土壌

は保水性に乏しく，また，土壌中の水分をもたやすく蒸散して塩化をはげしくする。

沖積平野の土壌は，ほかの半乾燥地方の土壌のように，ほとんど未成熟である。とくに，

この地：方の土壌には，塩害をもたらすカルシウム塩化物一炭酸カルシウム　（CaCO3）

や石コウ（CaSO4・2H20）が多く，有機物や可門下の窒素・燐酸が欠乏している4）。その

肥沃度は，たとえ水収支がバランスしても，ナイルの沖積土よりはるかに劣る5）。

　西北インドや西パキスタンの土壌保金は，イラーク地方のように，歴史的にも塩化と

のたたかいであった。溢流潅概による土壌の脱塩と作土の肥効とについては知られてい

ても，その可能性の実現のためには莫大な労働力とその労働力の動員を可能にする政治

的な組織体舗が必要であった。パンジャーブ地方の土壌プロフィールには，イギリスに

よる近代的な潅慨方法が19世紀に導入されるまで，土壌が完全に塩化していたことをし

めしている6）。

　インダス河谷の霞然条件は，その降雨量にかんするかぎり，古代メソポタミアやエジ

プ｝に比較して，たしかに多く，めぐまれてはいたが，しかし，気候の乾燥化。気温の

上昇・陸水の減少・：土壌の塩化という共通の敵にたえずおびやかされてきたのである。

（2）

　現在・パンジヤ～ブ（‘‘5つの川の土地”の意）地方には，サトレジ・ラーーピー。チ

ェーナーブ・ジェルラム・インダスの5河川が平原をゆるやかに南流している。　『リグ

ベーダ雲時代には，さらに，サトレジ川の東側に，インダスと並ぶほどの大河ガッガル

とサラスワテdとが西南流してインダスに合流していた（第7麩惨照）。しかし，『リグ

ベーダ』時代ののち，おそらく，紀元前1千年紀に，この2つの大河はどちらも河道が

すっかり干上がってしまった8）。

　ハラッパー（現在のラホール南部）とモヘンジ9。ダロに象徴されるインダス文明
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古刀リ：rソト世界におけるパレォ・エコPtジー・一の諸問題（2）

ぽ，紀元前3千年紀の初めに，いまではすっかり今上っているサラスパティ河谷からぽ

じまる。そのころ，すでに，バルチスタンやシソド地：方には小規模な農耕集落が発展し

ていた。

　茜北インドの農耕文化は，あきらかに，c．3000　B．C．以前に爾方からもたらきれた

ものである9）。現在，バルチスタンやシソド地方℃は，乾燥がきびしく，山野は繰之な

って，荒れはてている。現在のバルチスタンでは，遊牧を中心に，貧翁な農耕がおとな

われているにすぎないle）。しかし，紀元前3000年ごろのバルチスタンやシソド地方の気

候は現在よりもかなり回瀾で，農耕も安定し，バルチ（Baluchi）丘陵｝tは多数の永続的

な佐六三が残っている。バルテス女ソやシソド地方における農業集落の形成年代には，

インダス河谷と同時代のものもあるが，一般的にいえば，インダス河谷における丁令形

成年代よりはやいものが多いω。たしかに，バルチスタンでは，紀元前3千年紀ゐはじ

めに農村共同体を確立したが，その社会諸関係についてぽ明らかでないt2）。

　最後の世界的な璽湿潤期（c．5000～2350B．C．）に，パンジャブ地方は湿地やジャング

ルが多く，ひとびとをよせつけなかった。農畏たちは丘陵や山麓地帯から離れることが

できなかった。気候の乾燥化とともに，やがて，こ紅らの山麓地帯から，ひとびとはパ

ンジャーブ平野の北側にそって東平へ移動し，ほかのものはバルチの端にそって南下し

た。ルーパルの遺習はそれらの移住干たちの省みついたところであろう13）。

　バルチスタンのラナ　グーソダイ14）では，いわゆる‘‘金石併用”（ChaiCothic）時代に，

農業潅慨のためにgabarbandsという多数の石造のダムを構築している15）。ダムの規

模は小型なものであるが，その原理や構造は現在のものとほとんど変っていない。バル

チスタンの地型には小さな起伏が多く，耕地や集落はそれぞれ小さく分散・孤立してい

たので，農耕は家族単位でおこない，潅概組織は集落単位ですすめられた。そのころ，

降雨は十分野あったが，季節的に変動するので，降雨をダムに貯水して潅水の調節をし

ないと営農条件が不安定であった16）。

　バルチスタンの早期の遺趾からはアフガニスタンをへて伝えられたといわれる小麦

（T．spha’erocbccum）が検証されている17）。そのころ，焼畑式の原始的な穀物甲唄をおぎ

なうものとして，牛・羊・山羊；馬・ろ馬などを飼養している。家屋は焼いた煉瓦でつ

くった。土器はよく普及しており，わずかながら金属器の使用もみとめられているGバ

ルチスタンとメソポタミアやハラッパーとの閥には交易もおこなわれていたi8）。

　バルチスタンの植生はもともと豊かではなかったが，繭西モンスーン・エリアの東方

への移動など，気候変化19）と人為的条件（歯偏・過牧）とにまって，すでに，前3千年
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古オリエント．殿界におけるパレオ・エロロジーの諸問題（2＞

紀の終りころから林野の荒廃とはげしい土壌侵食とがおこりはじめていが。）。記録によ

ると，紀元窮300年以前に，バルチスタンは完全に荒廃していたといわれる21）。

　パンジャーブのハラッパーとシソドのモヘソジョ・ダmに表象されるインダス河谷の

古文明は巨大な都市的構造によって特徴づけられる。その年代は。．3000～2000B．C。

のほぼ1000年間であった2a）。ハラッパーとモヘソジョ・ダロとは双生の首都として，

その領域は，爾部はマクラソ海岸からカーティアーワールやカソベイ湾にひろがり，北

部はヒマラヤ由麓にたっし，東部はジャムナ盆地におよんでいる。ハラッパーにはその

周辺に少くとも14の主要都市があり，モヘソジョ・ダロには少くとも17の主要都市があ

った23）。

　これらの都市文明は，最初から完全に成熱したものとして現われていて，その起源や

系譜があきらかでないが，高度に組織化されたものであった24）。諸都市の手工芸技術や

度量衡は完全に標準化されていた25）。農畏たちは自治酌に統制され，都市には巨大な穀

物倉や製粉場があった。農民たちは，潅概用水の使用料として，都市国家に穀物を貢納

していた£6）。都市住民たちの異常にたかい生活水準を維持するために，高度に組織化さ

れた営農棚度が存在したが，かならず存在したものと思われる潅慨装置の構造やその社

会的1生憎については，それを直接に指証するものがない。インダス流域のどの航空写真

にも古代の潅概水路がまったく見あたらない27）。しかし，潅厩施設が考古学酌に実証で

きないからといって，インダス諸都市の潅概農法を否定することはできない。

　グローバルな視点から考えると，最後の亜湿潤期の終りから激しい乾燥化がつづい

た。とくに，北西イソヂでは，爾西モンスーンが東方へ移動し，また，鱈部の低気平帯

が北方へ移動したために，それまで卓越していたウェスタジーも北方へ移動してしまっ

たa8）。そのために，前3千年紀の終りから，年間の平均降雨量はほぼ150　mm減少し

が9）。また，気湿も上昇して，北部出岳地帯の雪線をいちじるしくたかめた。かつて，

前3千年期の初めには笹野モンスーンがバルチスタンにたっして，今田みる荒れはてた

乾燥地方にも農耕に必要な降爾をもたらしていた。シソド砂漢には古代の森林分布も知

られている30）。インダス河谷はもともと降爾量が少く，しかも雨量分布が季節酌にかた

よっていた。そのうえ，わずか150mmでも降雨量の減少は営農条件に深刻な影響をあ

たえたであろう。

　ハラッパーやモヘソジョ・ダロの家屋は，すべて平屋根であった。竹でおおい，その

うえに泥をぬりつけた藺草の莚をのせ，さらに土をかぶせて固め，防水してある。この

ような平屋根の構造からみると，気候はすでにひどく乾燥していたようである31）。気候
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古オリ1・ソト世界におけるパレオ・エコ：ジーの諸腿題（2）

の乾燥化とたたかい，作土の塩害を防ぎ，距大な群婚人口を維持していくためには，

いっそう組織化されたおおがかりの潅慨体系の整備が不可欠の営農条件となってきた。

組織化された・そのような潅概作業には，その運営と管理のために，集権化された支配

権力とその代理人一窟僚とが必要であっfc32）。また，人工潅概とともに，洪水の被害

を阻止するために防衛作業も必要であった。バラドワイは，そこに，ウィットフォーゲ

ルのいう，いわゆる‘‘治水挫会”（Hydrauiic　Society）の成立を恭唆している33）。ハラッ

パーの住畏たちは，ダムや溜池をつくり，また，精巧な。すばらしい排水施設を構築し

ている34）。古インダス諸都市の繁栄はまさに潅慨農法のたまものであった◎

　C．サウアーによると，イソゼにおける最初の農耕は，ベンガル湾北部の漁民のあい

だで，きびの裁培からはじまった35）。そののち，こんどは近中東地方から，前4千年紀

をすぎるころ，小麦（T．comPactttfn，　T．　sphaerOcoccum）や大菱（H．　wulgare，　H．　hexasti－

cjlec211）が西インドやインダス河谷につたえられた36）。サウアーは，大麦についてはイン

ドの野生種にもその起源をもとめている37）。西インドは，ひょうたん・なす・きうり・

だいこん・ちさ。大麻の故郷とも考えられ，レンズ豆・えんどう豆なども，はやくから

インダス河谷の西部・北部地方で栽培されてきた38）。そのほか，なつめやし・メロン・

バナナ39）・ごまも知られていた90）。綿花（Gossypium　herbαcet“n）の故郷はインダス河

谷であり，メソポタミアとの交易品のうちにはいっていた4P。

　家畜には，水牛・こぶ牛・山羊。羊・豚・犬・ねこ・らくだ。馬。ろ馬・にわとり。

象などが飼養され，野生の鹿・さる・とら・さい・くま・牛なども知られていた。テラ

コッタの像の％は牛である42）。インダス河谷に象や水牛のいたことは，なお，この地方

に森林や沼沢地が残っていたからである。その気候はいまほど乾燥していなかっだ3）。

　インダス河谷の野営甫は巨大な城塞や多くの都市を建設した。その煉瓦を焼くために，

燃料用の多量の木材を必要とした。気温や湿度を調節し，陸水の保全やパラソスに役だ

つ林地はつぎつぎに乱伐された44）。インダス河谷の気候のもとでは，森林とステップと

で地表の気温に8。Cの差が生ずる。すなわち，森林が分布している場合，その気温は

ステップより8。C低くなる。森林地帯と裸地とではその気温の差はさらに大きく，ロ

ーー Jルな気象納条件を変化させる。そして，また，この気温の差は大気の湿度や土壌湿

度の蒸散に影響をあたえる45）。現在，インダス河谷では気温の年較差がはげしく，夏に

は500Cをこえる地方でも冬季には霜がおりる。湿度もきわめて低い。ジャドプールに

おける6月の揖中の相対湿度は10パーセント以下である46）。

　インダス河谷における森林の乱伐は，前3千年紀のなかごろから乾燥化してぎた気象
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古オリエント批界におけるパレォ。エコPtジf一の諸聞題（2）

条件をさらに悪化させた。森林の荒廃は農業の衰退現象と密接な関係がある47）。ラービ

ー川にそって建設されていた北の菖都ハラッパーはラービー頬カミ河道を変えたために崩

壊した。ガッガル川とサラスワティ川はどちらも流最が激減し，それらの両河川にそっ

て建設されていた大小36の都市や集落は放棄された4s）。インダスにそう南の首都モヘン

ジョ。ダμは，暴力によって終末をつげるよりずっと以前に，あきらかに，すでに退廃

への道を歩んでいた49）。乾燥化のきびしい気象条件のもとでは，潅水量の減少だけで

も，土壌の塩化現象をいっそう悪化させて，営農条件を破滅約なものにした。

　インダス河谷の諸都市は，紀元前3000年以降，潅慨農法を基礎にして，ほぼ1000年間

の繁栄をつづけたのち，しだいに衰退し，紀元前1750年ごろ，こつぜんと崩壊してしま

ったのであるse）。

　そのころ，アーリや人の2つの主要な移動の波が紀元前2千年紀いらい中央アジアか

ら始まっていた。第1波は前2千年紀の初めころに，第2波はその末ころに始まった。

そのどちらもインドに影響をあたえ，近中東地方やヨーロッパにも影響をおよぼした。

おそらく，最後の亜湿潤期ののち，その原住地（現在のウズベキスタン）の牧草が長く

っついた乾燥のために，舟町とその聖哲表だちを支えるのに不十分置なり，その結果と

して，移動をおこしたのであろう5t）。アーリや人は，ほんらい牧畜種族であったが，パ

ンジャーブへの移住ののち，先住民の営農技術を学んだ。憲は家畜の数と土地の広さで

表現された52）。アーリや人の第2の重要な神インドラは‘‘州を自由にした”ことでくり

かえし称讃されている53）。しかし，パンジャーブ地方におけるアーリや人の営農は井戸

による地下水潅慨が主要なものであった。潅慨胴の水路は知られていたが，もはや，そ

こにはハラッパー時代のいわゆる‘‘治水社会”は存在しなかったのである54）。

　リグ・ベーダ時代ののち，アーリや人たちはパンジャーブ地方からインダス河谷の上

流流域やヒマラヤ山麓にそってパンジャーブ東部地方へ，さらに，ガンジス河谷の上流

流域に移住しはじめた。このころになると，弱小な王国は統合され，多数の農民集落を

統一する新しい政治的な支配体制が形成されはじめてくる55）。そして，つぎの新しい

‘‘

｡水社会”は，紀元前4世紀の終りに，マウリや王朝（c．325B．C．’）A．D．700）のチャ

ンドラグプタによって確立してくるのである。しかも，かつては湿潤で人間の移住をは

ばんできたガンジス川の上・中流地方やジャムナー川の流域を中心に，その歴史の舞台

はかわり，新しい首都をガンダク川とソーン川とがガンジス本流に舎流するパータリヅ

トラにさだめた56）o
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（3）

　先更時代における酒パーキスタンの気候条件は，しぼしぽ論及したように，今日ほど

悪くはなかった。ピゴット　57）やセト瀞8）は紀元前3千年紀以降の気候の乾燥化を主張し

ている。ウィーラーは，気候の乾燥化を否定はしないが，それを唯一の原因とせず，む

しろ人為的要因を強調している59）。たしかに，森林の乱伐や過放牧などが丘陵や山岳地

帯を裸にして気候を悪化させ，悪徳のサイクルがさらに植物の再生をさまたげて，地域

的にます窪す気候条件を悪化させてきたのである。

　現在と比較して，降雨量：はともかく，河川流蚤の多かった証拠として，ハラッパーの

遺趾にはきわめて精巧な排水施設が整備されていたことである。また，そのころの動物

には，象や水牛，さいや虎などがいたことから，地域的には沼沢地や森林・ステップの

景観を推定することができる6。）。ハラッパーの遺祉に，らくだをみないことも湿潤気候

をうらづけるものであろう6％

　ユーラシアにおける最後の亜湿潤期（c．5000～2350B．　C．）以降，インド地方において

も，気候の乾燥化からのがれることはできなかった。とくに，北部。西部のインドにお

いては，つぎのように，3つの点で気象条件が直接に変化したと推定される。すなわち，

（1）大西洋のサイクロンがかつて南方へかたよって北アフリカに吹きこんでいた。このサ

イクロンは，アラビア・ペルシア・インドにまで影響をおよぼし，シソド地方にまで森

森の恵みをあたえていた。ところが，前3千年紀いらい，このサイクロンが北方へ風向

をかえてしまった○（2）南西モンスーン・エリアが東方へ移動して，聾インド地方の降爾

董が減少した。㈲北方の暴風帯が南方へそれ，その結果として，現在のような酉インド

地方の乾燥した気候条件が一般化したのである62）。気温の上昇は乾燥化をいっそう激し

いものにした。インダス河谷の諸地：方においても，河川流量の減少・地下水位の低下，

伏流水や湧水の減少などによって，高度に組織化された潅概農法の機能体系は深直な被

害をこうむった。そのうえ，気温の上昇によって，土壌め水収支はバランスを失い，い

たるところに，“悪魔のような雪のにせもの”（“aSataniC　mockery　Of　SllOW”）をつも

らぜた63）・。すなわち，はげしい土壌の塩化現象をひきおこしたのである。あたらしく潅

概体系を整えて，土壌の塩化をふせぎ，作土の生産性を維持していくことは，けだし，

ほとんど不可能な大事業であったにちがいない。
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む す び

　この小論は，西南アジア・エジプト・爵北インドなど，近中東地方の歴史変動につい

て，とくに，古生態学（Paiaeo－ecology）の視角から，マクロのアプローチを試みたもの

である。その時期は，最後の亜湿潤期（c．5000～2350B．　C．）のなかごろからキリスト起

源にいたる，いわゆる古オリエント交明の発展とその衰退の歴史的過程にあたる。古オ

リX・ソト文明は，それぞれに異った地域において，政治的・経済的に，たがいにほとん

ど関係のないままに形威されたが，その発展構造や歴史的性格に共逓するところが多
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く，かつ，その繁栄と衰退との諸時期も年代的にほぼ一致している。

　古オリエント文明の形成と繁栄との歴史的理由については，その独特の先君農法から

一般的に理解され，異論はすくない。その衰退の原因については，政治権力の衰退，異

民族の侵入など，政治史的な理解が多い。もちろん，その衰退の原因については政治史

的理解を否定することはできない。しかし，この小論では，人闘と自然との対決という

人閥存在のいわば原初的な視点にたって，とくに，それぞれの地域社会における歴史形

成の自然史的過程から，その衰退の原因を具体的に分析しようとつとめた。小論は，歴

史の定量分析への1つの試論であるが，資料の綱約もあって，きわめて不十分な解析に

終ってしまった。

　古オリソト文明の衰退について，その原因をいわゆる気蝶変化にもと4）ることについ

ては異論が多い。しかし，現在の自然諸科学の研究成果からみて，最：後の草湿潤期の終

りころ一すなわち，紀元前3千年紀のなかごろから，氷河時代ほどの激しさはなかっ

たが，たしかに気候は変化した。地域によって差異はあるが，年間降口量は珊Q～200

mm減少し，平均気温は4～10。C上昇した。ほんらい降雨の乏しい近中東地方のサバ

ナやステップでは，この程度の気象条件op変化でさえ，動植物の分布や営農条件などに

きびしい影響をあたえる（次表参照）◎降爾量そのものはエクメーネのまさに臨界地帯で

あり，ナイル河谷はそれ以下である1）。気温の上昇は，山岳地帯の雪線を2000m以上

も上昇させた。降雨の減少よりも，むしろ，この気温の上昇が陸水の量・質やその季節

算勘を変化させて，動植物の生育・成長をさまたげ，ひいては人間の生存様式に決定的

回申東地方における古代都毒の平均気澱と年間降雨蚤（魂在の資料）
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な影響をあたえたのである。このような気象条件の変化にくわえて，樹木の乱伐や過牧

という人為的条件が森林や草地の荒廃をいっそうはやめた。

　森林の分布は，陸水の貴・質やその季節分布をコンスタントに調節するぽかりでな

く，気温を和らげ，大気の湿度をたかめ，地表からの水分の蒸散を少くする。森林地帯

とステップでは気温の較差は8。Cもひらき，森林と裸地とではその較差はさらに大き

くなる。イラークのバスラでは58。Cを記録したこともある。また，森林の分布する条

件のもとでは・傾斜度にもタるが・降水量の70～80％が保留される・しかし，降水量は

草地では30～5Q％，裸地では80～90％が流亡する。近中東地方の降驚は冬季（爾南アジ

ア）または夏季（西北インド）のわずかな期間に集中しているために，雪線の上昇と森

林・草地の荒廃とは低地地方の水収支にはげしい異変をもたらした。山野は荒れるがま

まに侵食され，河川の季節的氾濫は，とくに，メソポタミアやインダス河谷において，

まさに破壊的なものとなってきた。それらの地方では，氾濫によって河川が流路をか

え，潅概水路や池溝は泥土で埋没し，しぼしぼ潅慨体系を破壊した。また，河川の幾等

はしだいに減少して河水面を低下させ，それまでの地域的な潅概体系では営農条件の維

持・存続が困難となってきた。陸水・河川流量の減少は地下水位をも低下させた。とく

に，メソポタミア低地ではオアシスを澗らし，潟湖や沼沢地を塩水化して，営農のため

の地域的な潅水条件を悪化させた。メソポタミア低地やインダス河谷では，土壌の母材

に塩基のつよい炭酸カルシウムが多く，河川は石灰をふくんでいる◎それにくわえ．て，

潅水の不足と気温の異常な上昇とによって，土壌の塩化という恐るべき敵が全地域にお

そいかかってきたのである。

　この土壌の塩化現象は，すでに紀元前3千年紀の終りころから，乾燥・半乾燥地帯の

各地におこっている。エジプトの溜池農法においても，河水面の低下による湛水不足に

よって，塩害からのがれることはできなかった。平野の農業生産力を維持し，営農条件

を安定させ，生きていくためには塩化とのたたかいがもはや不可避の条件となってき

た。‘‘究極において，歴史を決定する要素は直接的生命の生産および再生産である。こ

れは，しかし，それ自身2種に分れる。1つは生活資料，すなわち，食・衣・住の諸対

象の生産ならびにそれに必要な諸道具の生産，他は，人間それ自身の生産，すなわち，

種族の繁殖である2）”。　したがって，　‘‘この歴史観は直接的生命の物質的生産（der

materiellen　Produktion　des　unmittelbaren　Lebens）から幽発して現実の生産過程を考察

することである3）”。古代社会において，土壌の塩化とのたkかいは容易ならぬ大事業

であった。塩化とともに，氾濫の時期や流量はますます不規則になってきた。そのよう

．61



古オリzaソト世界におけるパレオ。エコロジーの諸問題（2）

な河川の流量をコントV一ルして，多量の潅・排水を調節し，作土の脱塩をすすめて農業

生産力を維持していくためには地域的なスケールをこえる・組織的で大規模な新しい二

三体系の三三が必要であった。そして，その新しい潅概体系の創設とその管理・運鴬の

ために，いまや，集権豹な政治体制にもとつく治水レジームの成立が歴史の必然的過程

となってきた。このような新しい潅概体系の三門については，統一国家形成の原因では

なく，その結果として理解するものが多い。しかし，この新しい潅概体系は潅慨技術の

進歩によってもたらされたものではなく，また，ひとり支配権力の寅欲さが志向したも

のでもなく，土壌のおそるべき塩化と対決し，農業生産力をまもっていくために，新し

い生産関係としての集権体制一デスポチズムを必然的なものとしたのであった。乾燥

地帯の営農条件では水の所有権がいまなお土地所有権に優先する。農罠たちは不安定な

農業生産力とその危機的情況のなかで，この新しいデスポチズムを必要悪として，その

政治体制に妥協したにちがいない。　ぎ創世記』には悲惨な飢鯉によって移動する物語が

多い。G．ルクスは，古代メソポタミアにおけるペシミズムの原困をそこにもとめてい

る4）。古代メソポタミアの史料には，農罠たちの組織的な政治闘争もみられない。

　この新しい集権的な政治体捌によって，潅概体系は整備され，営農条件は改善されは

じめた。しかし，それも長くつづかなかった。土壌の塩化はますます激しくなって，農

業生産力をふたたび破壊した。紀元前3千年紀の末期から2千年紀の初葉に，あい前後

して，ウル第瓢王朝は傷つき鯛れ，ピラミッド時代に象徴されるエジプト古王国は崩壊

し，古インダス諸都市はこつぜんと荒廃した。塩化した耕地はいたるところで放棄さ

れ，農民たちは上流にむかって移動した。しかし，そこにも旧注の地はえられなかった

のである。A．」．トインビーは，‘t環境にたいする挑戦と敗北”との歴史的な事例の1

つとして，古代オリエントの潅慨農法をあげている5）。Th．エイ＝ブセソやR．M．アダ

ムスをはじめ，多くのオリエント史家たちは，古オリエント文明の販邊の原因を政治権

力の褒退にもとめているが，それはあまりにも現代的解釈であろう。現在の国際協力と

技術水準および巨額の投資をもってしても，近中東地方の乾燥・業乾燥地帯において，潅

概体系の整備による土壌の脱塩作業はなかなか進捗せず，国家財政は農業改善のための

負損に蕾しみつづけているのである。いわゆる‘‘近代化”の主要なネックは農業生産力

の陣滞にある。古代的な政治権力にたいして，まさに，グPt　一パルな規模でおそいかか

ってきた±壌の塩化とのたたかいに，ひとり数回の責をおわせるのはいささか苛酷であ

り，三三な歴史理解とはいえないように思われる。　　　　　　（50ページ下穀へつづく）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（筆春は単稲田大学教授）
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